
～ の有効活用と の新たなソリューション～

日 時： 年 月 日（土）

∼ 受付開始

会 場： ステーションコンファレンス東京
会議室

〒
東京都千代田区丸の内 サピアタワー

は、高額医療機器である の有効活用とフィリップスが提供する新たな
ソリューションをテーマとしたシンポジウムです。
第一部は、昨今、財務省や厚生労働省の審議会で議論されている などの高額医療機器の有効活用や、 年
月から導入された医療機器の費用対効果評価、さらには高額医療機器の導入プロセスなどについて、

医療機関経営のエキスパートが解説いたします。
第二部では、フィリップスが提案するヘルスケアソリューションから をテーマとし、技術革新によりもたらさ
れる 検査運用への貢献や医療機関経営への効果について、実臨床での活用事例をもとにご紹介いただきます。



製造販売業者

〒 東京都港区港南 フィリップスビル
お客様窓口

受 付 時 間 ～

（土・日・祝祭日・年末年始を除く）

改良などの理由により予告なしに意匠、仕様の一部を変更することがあります。
あらかじめご了承ください。詳しくは担当営業、もしくは「お客様窓口」まで
お問い合わせください。記載されている製品名などの固有名詞は、

Koninklijke Philips N.V. またはその他の会社の商標または登録商標です。

～ の有効活用と の新たなソリューション～

開会の挨拶

第一部 高額医療機器の有効活用

高額医療機器の配置をめぐる議論と今後 -患者アクセスと医療費の視点から -
演者：田村誠氏 (一般社団法人医療システムプランニング)

高額医療機器の費用対効果について
演者：小林慎氏 (クレコンメディカルアセスメント株式会社)

高額医療機器導入における経営サイドの導入プロセス
演者：山本功二氏 (聖隷横浜病院 事務局長)

コーヒーブレイク (15分間)

第二部 におけるソリューションとは

からのソリューション提案
演者：奥秋知幸 (株式会社フィリップス・ジャパン)

基幹病院が担うこれからの 検査運用
- が病院経営および地域連携に与える効果 -
演者：田渕隆氏 (倉敷中央病院医療技術部門本部長)

病院経営の観点から考える の進歩 - という真打ち登場 -
演者：片平和博先生 (熊本中央病院放射線診断部部長)

閉会の挨拶
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